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 早いもので２０１８年も残り１か月となりました。毎日寒い日が続いていますね。みなさん、ポ

ケットに手を入れて、背中を丸めて歩いていませんか？そのような歩き方だと体が縮こまることで

転倒し、怪我をする可能性があるためとても危険です。手袋で手元の防寒を、マフラーで首元の防

寒をしてきちんとした姿勢で歩くようにしましょう。 

 

 

 

１２月の保健目標は「風邪の予防（手洗い・うがい・換気）」です。気温が下がり、空気も乾燥

し、風邪やインフルエンザなどの感染症が流行りやすい時期となりました。みなさん、対策はばっ

ちりですか？ 

 

かぜとは、自然に治癒する上気道のウイルス感染症のことです。 

上気道とは喉と鼻、肺の手前にある気管支といった空気の通り道のことを

いいます。 

ウイルスが上気道各部位に感染することで炎症が起こり、鼻であれば鼻水、喉で

あれば喉の痛みや声枯れなど特有の症状が現れます。 

かぜは、基本的には安静を保つことで自然回復する病気です。ウイルスに対する

特効薬は存在しないため、解熱鎮痛剤や去痰剤など症状にあわせて対症療法を行うことが治療の基

本となります。 

 

 

 

かぜの予防（手洗い・うがい・換気） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊このような違いが挙げられていますが、昨年流行ったインフルエンザの特徴（特に症状につい

て）をふまえると、違いについて一概には言えません。 

 

 
 

 

①  マスクの表面にはウイルスが付着している可能性が

あるため、表面を触らないようにゴムの部分だけを持っ

てマスクを外します。 

 

 

 

②  マスクを袋に入れてくちを縛り、可能であれば蓋つき 

のごみ箱に捨てましょう。 

そうすることでマスクに付着したウイルスが空気中に

舞い上がるのを防ぐことができます。 

 

https://esse-online.jp/43303

